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NE
WS

理事会報告

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、本
学
の
理
事
長
、学
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

CONTRI
BUTION

新
入
生
諸
君
へ

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学　

学
長　

森
本 

武

　

長
く
過
ご
し
て
き
た
場
所
に

い
る
と
ホ
ッ
と
す
る
の
は
、経
験

が
時
間
の
分
だ
け
保
存
さ
れ
て

い
る
の
で
、何
を
す
る
に
も
慣
れ

で
楽
に
出
来
る
か
ら
だ
と
お
も
い

ま
す
。保
存
・
蓄
積
さ
れ
た
経

験
が
、マン
ガ「
ピ
ー
ナ
ツ
」（
ス
ヌ
ー

ピ
が
主
人
公
）で
お
馴
染
み
の
ラ

イ
ナ
ス
に
と
っ
て
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

の
よ
う
に
、心
地
よ
く
、自
分
を

守
って
く
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
も
、こ
れ
ま
で
保
育
所
・

幼
稚
園
、小
・
中
学
校
、高
校
と
、

雰
囲
気
の
違
う
学
び
の
場
を
次
々

と
経
験
し
て
き
た
は
ず
で
す
。

　

環
境
が
変
わ
る
た
び
に
、新

し
く
目
に
す
る
も
の
、ひ
と
、ル
ー

ル
な
ど
を
理
解
し
受
け
入
れ
て
い

く
作
業
に
疲
労
を
覚
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

大
学
は
最
高
学
府
、つ
ま

り
、も
っ
と
も
高
度
な
教
育
機

関
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
初
等
・

中
等
教
育
の
学
習
成
果
の
上
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な

向
学
心
と
覚
悟
が
求
め
ら
れ
ま

す
。こ
の
要
求
に
応
え
る
苦
労
も

あ
る
の
で
す
が
、大
学
な
ら
で
は

の
楽
し
さ
も
ま
た
あ
る
の
で
す
。

　

過
去
の
経
験
に
依
存
す
る
の

で
は
な
く
、こ
れ
ま
で
封
じ
込
め

て
い
た
自
分
の
可
能
性
を
試
し

て
み
る
い
い
機
会
な
の
で
す
。特

に
、芸
術
大
学
の
学
生
に
は
、

「
知
識
を
も
ら
う
」と
い
う
受
け

身
な
姿
勢
以
上
に
、「
新
し
い
見

方
・
感
じ
方
」を
ひ
と
に
伝
え
る

作
品
を
産
み
出
す
と
い
う
能
動

的
な
働
き
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、こ
れ
ま
で
の
高
校
生
活

以
前
に
は
あ
ま
り
味
わ
え
な

か
っ
た
喜
び
だ
と
お
も
い
ま
す
。

　

目
の
前
の
道
を
前
進
し
て
い

く
と
い
う
よ
り
は
、道
そ
の
も
の

を
つ
く
り
な
が
ら
進
ん
で
行
く

の
で
す
。少
し
は
わ
が
ま
ま
も
き

く
。ま
た
一
方
、自
分
の
選
ん
だ

道
に
対
し
て
責
任
も
少
し
は
増

す
。こ
の
辺
の「
大
学
ら
し
さ
」を

う
ま
く
飲
み
込
ん
で
要
領
よ
く

活
用
す
れ
ば
、ウ
キ
ウ
キ
し
た
生

活
が
実
現
で
き
る
は
ず
で
す
。

意
義
あ
る

学
生
生
活
を

　

美
大
生（
び
だ
い
せ
い
）と

い
う
響
き
が
私
は
好
き
で
あ

る
。大
学
に
入
学
し
た
の
だ

か
ら
学
生
と
呼
ぶ
の
は
至
極

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、美
大
生
と
い
う
呼
び

方
に
は
何
か
特
別
な
も
の
を

感
じ
る
の
で
あ
る
。そ
れ
は

多
分
、美
術
を
志
す
者
た
ち

が
思
い
描
く
美
し
い
も
の
の

創
造
で
あ
り
、ま
た
は
自
ら

が
見
出
す
こ
と
の
で
き
る

「
美
」の
発
見
、そ
の
他
、い

ろ
い
ろ
表
現
は
出
来
る
で
あ

ろ
う
が
、
端
的
に
言
え
ば

「
美
の
追
求
」そ
し
て「
創
造

す
る
」と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い

「
力
」の
源
が
背
景
に
あ
る
よ

大
覚
寺
学
園　

理
事
長　

服
部 

精
村

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
大

学
案
内
に
も
大
学
が
掲
げ

て
い
る「
芸
術
の
力
」、こ
れ

は
学
園
の
建
学
理
念
に
基

づ
く
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る
。

ま
さ
に
、こ
の
言
葉
に
全
て

が
要
約
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
覚
寺

が
母
体
と
な
っ
て
設
置
さ
れ

た
こ
の
学
園
に
は
、伝
統
と

現
代
が
学
園
生
活
に
永
く

受
け
継
が
れ
、人
生
の
素
晴

ら
し
い
思
い
出
が
築
か
れ
て

い
く
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

2
年
ま
た
は
4
年
あ
る
い
は

6
年
の
間
、か
け
が
え
の
な

い
時
間
を
有
意
義
に
、「
美
」

の
追
求
と
創
造
を
自
ら
の

テ
ー
マ
と
し
、
成
長
し
ゆ
く

自
分
を
見
つ
め
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

寄稿文

2
0
1
4
年
度

運
営
体
制

　

2
0
1
4
年
度
の
各
種
運
営
、教

学
、附
属
施
設
、研
究
機
関
の
体
制
が

次
の
通
り
編
成
さ
れ
ま
し
た
。（
2
0
1
4

年
4
月
1
日
付
）

執
行
部
体
制

【
大
学
・
短
大
共
通
】

学
長　

森
本 

武  

教
授

副
学
長　

増
田 

洋 

教
授

教
務
委
員
長　

佐
藤 

文
郎 

教
授

学
生
支
援
委
員
長　

江
村 

耕
市 

教
授

入
学
広
報
委
員
長　
坂
田 

岳
彦 

教
授

芸
術
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長

　
　
　
　
　
　

芳
野 

明 

教
授

学
園
事
務
局
長　

午
居 

隆
平

大
学
事
務
局
長　

小
澤 

昇
士

【
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
・
同
大
学
院
】

芸
術
学
部
長　

三
宅 
章
介 

教
授

（
芸
術
研
究
科
長
兼
務
）

造
形
学
科
長　

宇
野 

和
幸 
教
授

デ
ザ
イ
ン
学
科
長　

辻 

勇
佑 

准
教
授

【
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
短
期
大
学
部
】

短
期
大
学
部
長　

藤
本 

秀
樹 

教
授

（
美
術
学
科
長
、専
攻
科
長
兼
務
）

【
附
属
機
関
】

芸
術
セ
ン
タ
ー
長　

芳
野 

明 

教
授

（
博
物
館
長
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
兼
務
）

図
書
館
長　

佐
々
木 

正
子 

教
授

学
生
相
談
室
長　

康 

智
善 

教
授

事
務
局
体
制

　

2
0
1
4
年
4
月
1
日
よ
り
組

織
体
制
を
改
編
い
た
し
ま
し
た
。

人
員
配
置
等
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

【
管
理
運
営
グ
ル
ー
プ（
旧
総
務
経
理
課
）】

グ
ル
ー
プ
長　

森
野 

茂

副
グ
ル
ー
プ
長　

土
井 

準
一

【
教
務
・
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ

　
（
旧
学
務
課
、キ
ャ
リ
ア
支
援
課
）】

グ
ル
ー
プ
長　

松
本 

透

副
グ
ル
ー
プ
長　

牧
野 

光
善

【
入
学
広
報
グ
ル
ー
プ（
旧
入
試
課
、広
報
室
）】

グ
ル
ー
プ
長　

松
本 

昇

副
グ
ル
ー
プ
長　

大
前 

智

【
社
会
連
携
・
研
究
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  　
（
旧
文
化
事
業
推
進
課
）】

グ
ル
ー
プ
長　

三
宅 

一
穂

副
グ
ル
ー
プ
長　

古
川 

誠

【
学
長
室
】

室
長　

野
副 

幸
子
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大学報告

第
42
回

　

京
都
嵯
峨

芸
術
大
学

制
作
展

開
催
報
告

卒
業
・
修
了
制
作
展

　

2
月
5
日（
水
）〜
2
月
9

日（
日
）の
5
日
間
、京
都
市

美
術
館
に
お
い
て
、京
都
嵯

峨
芸
術
大
学
な
ら
び
に
同
短

期
大
学
部
、同
大
学
院
の
卒

業
・
修
了
制
作
展
を
開
催
し

ま
し
た
。学
生
生
活
の
集
大

成
と
も
い
え
る
充
実
し
た
作

品
が
な
ら
び
、3
5
0
0
名

を
超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、開
催
期
間
中
に
、優
秀

作
品
と
し
て
各
賞
を
選
定
し

ま
し
た（
下
記
の
一
覧
参
照
）。

受
賞
者
は
3
月
20
日（
木
）の
卒

業
・
修
了
証
書
授
与
式
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
る
授
賞
式

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

教
職
員
人
事

 

退
職 （
2
0
1
4
年
3
月
31
日
付
）

左
記
の
方
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

村
上 

文
生

（
芸
術
学
部
造
形
学
科 

教
授
）

箱
崎 

睦
昌

（
芸
術
学
部
造
形
学
科 

特
別
任
用
教
員
）

桑
田 

政
美

（
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科 

特
別
任
用
教
員
）

川
西 

誠

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
課 

課
長
）

物
部 

雄
次

（
文
化
事
業
推
進
課 

課
長
補
佐
）

宮
澤 

あ
づ
美

（
学
務
課 

嘱
託
職
員
）

山
口 

冴
子

（
学
務
課 

嘱
託
職
員
）

杉
岡 

由
紀

（
入
試
課 

嘱
託
職
員
）

昇
任 （
2
0
1
4
年
4
月
1
日
付
）

左
記
の
方
が
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

江
村 

耕
市

（
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科 

教
授
）

仲 

政
明

（
芸
術
学
部
造
形
学
科 

教
授
）

坂
田 

岳
彦

（
短
期
大
学
部
美
術
学
科 

デ
ザ
イ
ン
分

野 

教
授
）

竹
中 

ら
ん
こ

（
短
期
大
学
部
美
術
学
科 

マ
ン
ガ

分
野 

教
授
）

着
任 （
2
0
1
4
年
4
月
1
日
付
）

左
記
の
方
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

堤 

抄
子

（
短
期
大
学
部
美
術
学
科 

マ
ン
ガ

分
野 

准
教
授
）

井
上 

優
里

（
教
務
・
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ 

嘱
託

職
員
）

吉
田 

琴
絵

（
入
学
広
報
グ
ル
ー
プ 

嘱
託
職
員
）

隅
原 

茜

（
入
学
広
報
グ
ル
ー
プ 

嘱
託
職
員
）

2
0
1
3
年
度

卒
業
式

2
0
1
4
年
度

入
試
結
果

報
告

　

昨
年
8
月
の
Ａ
Ｏ
入
試
体

験
授
業
か
ら
始
ま
っ
た

2
0
1
4
年
度
入
試
も
、3

月
を
も
っ
て
全
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。志
願
者
総
数
は

芸
術
学
部
2
0
8
名
、短
期

大
学
部
1
7
8
名
と
な
り
ま

し
た
。

短
期
大
学
部
美
術
学
科
に

は
、2
0
1
4
年
4
月
よ
り

1
枚
の
絵
で
ス
ト
ー
リ
ー
と

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
完
結
さ
せ

独
自
の
世
界
観
を
追
求
す

る
、コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
分
野

が
新
設
さ
れ
ま
す
。ま
た
次

年
度
は
、従
来
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
他
に
予
約
制

の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
開

催
し
、本
学
の
学
び
の
内
容

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会

を
増
や
す
と
と
も
に
、各
種

イ
ベ
ン
ト
も
充
実
さ
せ
て
い

く
予
定
で
す
。あ
わ
せ
て
受

験
生
や
高
校
、美
術
研
究
所

の
先
生
方
に
対
し
て
も
広
く

告
知
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

京都市美術館展示の様子

本学での進級制作展の様子

　

2
0
1
3
年
度
京
都
嵯
峨

芸
術
大
学
お
よ
び
京
都
嵯
峨

芸
術
大
学
短
期
大
学
部
卒
業
証

書・学
位
記
授
与
式
、な
ら
び
に

修
了
証
書
授
与
式
が
2
0
1
4

年
3
月
20
日（
木
）に
行
わ
れ
ま

し
た
。卒
業
・
修
了
者
数
は
以
下

の
通
り
で
す
。

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学

大
学
院 

芸
術
研
究
科　
　
　

  

6
名

芸
術
学
部 

造
形
学
科　
　
　

  

芸
術
学
部 

メ
ディ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科　

芸
術
学
部 

観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科

京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
短
期
大
学
部

専
攻
科　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
術
学
科 

美
術
分
野　
　
　

  

美
術
学
科 

デ
ザ
イ
ン
分
野　

  

美
術
学
科 

マ
ン
ガ
分
野　

  

46
名

42
名

29
名

23
名
17
名

63
名

14
名

計
240
名

第42回 京都嵯峨芸術大学 制作展 受賞者一覧

進
級
制
作
展

　

2
月
5
日（
水
）〜
2
月
9

日（
日
）の
5
日
間
、本
学
に

お
い
て
開
催
し
た
今
年
度
の

進
級
制
作
展
で
は
、本
学
構

内
を
会
場
に
、芸
術
学
部
1
・

2
・
3
回
生
と
短
期
大
学
部

1
回
生
の
作
品
を
展
示
し
、

保
護
者
の
方
を
含
む
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。授
業
に
お
け
る
課
題

作
品
や
、自
主
制
作
作
品
が

キ
ャ
ン
パ
ス
各
所
で
展
示
さ

れ
、普
段
と
は
違
っ
た
雰
囲

気
が
大
学
を
包
み
ま
し
た
。

芸
術
学
部
・
大
学
院

賞 学科 分野 氏名
大学賞
大覚寺賞
芸術学部賞
芸術学部賞
芸術学部賞
芸術研究科賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
同窓会賞
同窓会賞
同窓会賞

造形学科
造形学科
造形学科
 メディアデザイン学科
 観光デザイン学科
芸術研究科
造形学科
造形学科
造形学科
造形学科
 メディアデザイン学科
 メディアデザイン学科
 メディアデザイン学科
 メディアデザイン学科
 観光デザイン学科
 観光デザイン学科
造形学科
 メディアデザイン学科
 観光デザイン学科

彫刻
日本画
版画

造形絵画分野
油画
版画
彫刻
工芸

日本画

東山 葉月
今泉 真李
石場 文子
塚田 深雪
吉岡 優希
森本 美輪
大前 光輝
木下 珠奈
畠山 詩織
山中 知世
赤井 峻
木俵 元毅
川上 達弘
武智 巧起
宮﨑 記子
石原 楓香
水口 千旗
出口 史緒莉
東田 真侑

短
期
大
学
部
・
短
期
大
学
部
専
攻
科

賞 学科 氏名専攻・分野 領域

大学賞

大覚寺賞
大覚寺賞
美術学科賞
美術学科賞
美術学科賞
専攻科賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
教育後援会奨励賞
同窓会賞
同窓会賞
同窓会賞

美術学科

美術学科
専攻科
美術学科
美術学科
美術学科
専攻科
美術学科
美術学科
美術学科
美術学科
美術学科
美術学科
美術学科
美術学科
美術学科
美術学科
美術学科
専攻科
美術学科
美術学科
専攻科

美術分野

マンガ分野
美術専攻
美術分野
デザイン分野
デザイン分野
デザイン専攻
美術分野
美術分野
美術分野
デザイン分野
デザイン分野
デザイン分野
デザイン分野
デザイン分野
デザイン分野
デザイン分野
マンガ分野
デザイン専攻
美術分野
デザイン分野
美術専攻

洋画

マンガ
美術
日本画
広告デザイン
暮らしのグッズデザイン
デザイン／イラスト
日本画
洋画
現代アート
グラフィックデザイン
広告デザイン
イラストレーション
イラストレーション
絵本
絵本
暮らしのグッズデザイン
マンガ
デザイン/マンガ
日本画
イラストレーション
美術

勝島 郁美

島田 菜未
前田 結実
中山 真聡
大沢 あやめ
谷内 愛未
羽島 奈歩
片折 仁美
佐伯 綾
植田 楽
辻本 莉菜
大賀 繭子
堀井 香
内布 朱希乃
西永 早織
新谷 薫
宮崎 紋
町谷 美智江
中島 元
斎藤 奈津実
川端 愛美
岡本 絵琳子
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TOP
ICS

教員・在学生・卒業生の活躍各種連携事業

演
習
授
業

「
京
都

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

成
果
発
表

　

本
学
芸
術
学
部
の
演
習
授

業「
京
都
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

成
果
発
表
を
目
的
と
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム『
京
都
を
み
つ

め
る
・
京
都
を
つ
く
る
』が
、

2
月
9
日（
日
）に
本
部
キ
ャ

ン
パ
ス
A
V
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

2
0
1
1 

年
4 
月
よ
り
始

ま
っ
た
芸
術
学
部
の
演
習
授

業
で
、京
都
を
歩
き
、住
民
の

声
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
リ

ア
ル
な
京
都
を
見
つ
め
、調

査
と
考
察
を
重
ね
た
う
え

で
、芸
大
生
な
ら
で
は
の
具

体
的
な
提
言
を
し
て
ゆ
こ
う

と
い
う
取
り
組
み
で
す
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、基
調
講

演
の
講
師
と
し
て
藤
田
裕
之

氏（
京
都
市
副
市
長
）を
お
招

き
し
、「
京
都
を
み
つ
め
る
、

京
都
を
つ
く
る
―
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
市
民
参
画
を

中
心
に
―
」を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
い
た
後
、学
生

７
名
に
よ
る
京
都
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
研
究
成
果
発
表
が
行

わ
れ
る
な
ど
、有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

本
学
サ
ー
ク
ル

「
百
妖
箱
」が

妖
怪
を
通
し
た

日
台
交
流
に

参
加

　

本
学
の
学
生
サ
ー
ク
ル

「
百
妖
箱
」が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

協
力
し
、
妖
怪
で
地
域
振

興
活
動
を
し
て
い
る
京
都

市
上
京
区
の
大
将
軍
商

店
街
「
妖
怪
ス
ト
リ
ー
ト
」

と
、台
湾
南
投
県
に
あ
る
妖

怪
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
ー
マ

パ
ー
ク「
妖
怪
村
」が
友
好
交

流
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

 　
昨
年
10
月
に
妖
怪
村
関
係

者
が
来
日
さ
れ
、大
将
軍
商

店
街
理
事
と
百
妖
箱
メ
ン

バ
ー
と
で
、本
学
学
生
食
堂

に
て
交
流
会
を
開
催
。そ
し

て
、中
華
文
化
圏
の
正
月
に

当
た
る
今
年
1
月
に
、台
湾

南
投
県
の
妖
怪
村
に
て
友

好
連
携
協
定
の
調
印
式
が

行
わ
れ
、大
将
軍
商
店
街
理

事
長
、
百
妖
箱
代
表
で
あ

る
芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
河
野
隼
也
先
生
と
百

妖
箱
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

京
都
に
お
け
る
妖
怪
を

テ
ー
マ
に
し
た
地
域
振
興

イ
ベ
ン
ト
は
2
0
0
5
年

か
ら
本
学
学
生
が
中
心
的

に
運
営
に
携
わ
り
、
現
在

は
地
域
住
民
や
観
光
客
に

も
認
知
さ
れ
、
一
定
の
知

名
度
を
得
て
い
ま
す
。台

湾
と
の
交
流
が
、
京
都
の

新
た
な
魅
力
を
世
界
に
発

信
す
る
一
助
と
な
れ
る
こ

と
を
関
係
者
一
同
願
っ
て

い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
学
科

　

在
学
生
の

シ
ョ
ッ
プ
が

伊
勢
丹
新
宿
店

に
出
店

　

芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科

生
活
デ
ザ
イ
ン
領
域
の
在
学

生
7
名
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

「
o
w
n 

p
u 

s
h
o
p
」

は
、「
o
w
n
＝
作
り
手
一
人

ひ
と
り
の
感
じ
る
魅
力
」で
、

「
p
u
＝
プ
ッ
と
笑
み
が
こ

ぼ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
ダ
ク

ト
」を
提
案
す
る
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、お
客
様
一
人

ひ
と
り
に
も
、〞ひ
と
つ
〞の

商
品
に
出
会
っ
た
喜
び
や
楽

し
み
を
感
じ
て
頂
け
る
、音

楽
を
奏
で
る
よ
う
に
楽
し
く

ラ
フ
な
空
間
の
シ
ョ
ッ
プ
作

り
を
目
指
し
、こ
れ
ま
で
場

所
を
変
え
な
が
ら
期
間
限
定

で
展
示
、販
売
を
し
て
き
ま

し
た
。

 　
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と

取
組
み
が
伊
勢
丹
関
係
者
の

目
に
留
ま
り
、2
月
5
日（
水
）

か
ら
11
日（
火
･
祝
）ま
で
の

期
間
、
伊
勢
丹
最
大
の

旗
艦
店
舗
・
新
宿
店
で

開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

「
T
S
U
N
A
G
A
R
U 

M
A
R
K
E
T
〜
手
カ
ラ 

ウ
マ
レ
ル
、手
カ
ラ 

ツ
タ
エ

ル
、手
カ
ラ 

ヒ
ロ
ガ
ル
〜
」

に
出
店
い
た
し
ま
し
た
。ク

リ
エ
ー
タ
ー
が
実
際
に
店
頭

で
お
客
さ
ま
と
触
れ
あ
い
、

言
葉
を
交
わ
す
こ
と
で
モ
ノ

と
ヒ
ト
と
の
つ
な
が
り
が
感

じ
ら
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

話
題
を
呼
び
、連
日
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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三
条
名
店
街
は
京
都
で

最
も
古
い
商
店
街
の
一
つ

で
、
老
舗
と
若
者
の
集
ま

る
音
楽
の
店
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
店
な
ど
楽
し
い

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
と
し

て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
三
条
名
店
街
に

あ
る
35
店
の
店
舗
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
本
学
と
京
都
造

形
芸
術
大
学
の
学
生
が
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

各
店
舗
の
店
頭
に
展
示

さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作

品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を

　
本
学
学
生
が

「
三
条
名
店
街

お
店
キ
ャ
ラ
総

選
挙
」優
秀
賞

を
受
賞

選
抜
す
る
「
三
条
名
店
街

お
店
キ
ャ
ラ
総
選
挙
」
が

1
月
18
日
か
ら
26
日
の
期

間
に
実
施
さ
れ
、
短
期
大

学
部
専
攻
科
2
回
生
の
石

田
浩
女
さ
ん
と
、
同
じ
く

短
期
大
学
部
専
攻
科
1
回

生
の
髙
繁
佳
小
里
さ
ん
の

作
品
が
優
秀
賞
を
受
賞
。

1
月
30
日（
木
）に
行
わ
れ

た
表
彰
式
に
て
賞
金
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

附属機関

大学関連行事予定
Apr.2014 ― Ju l.2014

　

博
物
館
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

報
告

　

附
属
博
物
館
で
は
１１
月

26
日（
火
）〜
１
月
２５
日（
土
）ま

で「
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学
収

蔵
品 

郷
土
玩
具「
土
人
形
」 

〜
伏
見
人
形
を
中
心
に
〜
」

を
開
催
、２
０
１
２
年
度
に

寄
贈
さ
れ
た
伏
見
人
形
を
中

心
に
全
国
の
土
人
形
約
１
５

０
０
点
を
展
示
、多
く
の
方

が
素
朴
な
土
人
形
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。附
属
ギ
ャ
ラ

リ
ー 

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
嵯
峨

で
は
１２
月
に「
第
１１
回 

Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ 

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｍ
」を

開
催
。１
月
に
は
生
涯
学
習

講
座
受
講
生
に
よ
る「
絵
本

と
原
画
の
作
品
展
」、３
月
に

は
「
２
０
１
３
年
度
生
涯

学
習
講
座
受
講
生
作
品
」を

開
催
、ま
た
生
涯
学
習
講
座

の
先
生
方
に
よ
る「
２
０
１

３
年
度
生
涯
学
習
講
座
講

師
作
品
展
」（
３
月
）を
開

催
、講
座
の
受
講
生
を
は
じ

め
多
く
の
方
が
来
館
さ
れ
ま

し
た
。
２
月
は
２
０
１
４

年
度
よ
り
客
員
教
授
と
し

て
着
任
さ
れ
る 

J
o
h
n 

H
a
t
h
w
a
y
さ
ん

の
展
覧
会
（
J
o
h
n 

H
a
t
h
w
a
y 

展
）を
開

催
。緻
密
な
描
写
で
描
か
れ

た
作
品
は
、少
し
先
の
未
来

の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、ど

こ
か
レ
ト
ロ
で
懐
か
し
い

世
界
を
表
現
、そ
の
独
自
の

世
界
観
に
来
館
者
の
多
く

が
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

絵本と原画の作品展の様子

4月 1日（火）～5日（土）・・・  ■新入生学生活ガイダンス

　　　　　　　　　　　　　 ■新入生歓迎会（学友会主催）

　　　　　　　　　　　　　 ■新入生オリエンテーション

　　　　　　　　　　　　　 ■奨学金説明会（奨学金希望者）

　　　　　　　　　　　　　 ■全体カリキュラムガイダンス

　　　　　　　　　　　　　 ■履修登録ガイダンス、履修登録

　　　　　　　　　　　　　 ■資格課程（学芸員、教職）ガイダンス

　　　　　　　　　　　　　 ■就職対策資格取得講座説明会

　　　　　　　　　　　　　 ■インターンシップ説明会 等

4月 2日（水）・・・・・・・・■入学式

4月 7日（月）・・・・・・・・■定期健康診断

　　　　　　　　　　　　　 ■大覚寺見学会

4月 8日（火）・・・・・・・・■前期授業開始

4月27日（日）・・・・・・・・■オープンキャンパス

6月15日（日）・・・・・・・・■オープンキャンパス

7月26日（土）、27日（日）・・・ ■オープンキャンパス

7月28日（月）～8月2日（土）・・ ■授業予備日
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本学関係者による展覧会・講演会情報

■堤 抄子／短期大学部美術学科 マンガ分野
■斎賀 時人／短期大学部美術学科 コミックアート分野
 『OSAKAマンガ・アニメフェスティバル in ATC』
 会期：3月15日（土）～5月11日（日）
 会場：アジア太平洋トレードセンター（ATC）ITM棟5階
　　　特設会場（大阪）
■森 耕治／外部講師・ベルギー王立美術館専属公認解説者、
  ポール・デルボー美術館公認解説者
 『ベルギー王立美術館の名作』
 会期：4月15日（火）
 会場：京都嵯峨芸術大学
 後援：ベルギー大使館
■宇野 和幸／芸術学部造形学科 油画分野
 『Triple Chat』
 会期：4月21日（月）～26日（土）
 会場：Steps Gallery（東京）
■大沼 憲昭／芸術学部造形学科 日本画分野
 『第2回 京宵展』
 会期：4月30日（水）～5月2日（金）
 会場：京都美術倶楽部

 『２０１４京都日本画家協会 第2期展』
 会期：7月2日（水）～ 6日（日）
 会場：京都府京都文化博物館
■入佐 美南子／芸術学部造形学科油画分野
 『関西二科展』
 会期：4月15日（火）～27日（日）
 会場：京都市美術館

『二科会京滋支部（絵画部）展』
 会期：6月17日（火）～22日（日）
 会場：京都市美術館別館 ２F

［編集後記］2014年度がスタートしました。新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます！新し
い環境に最初は戸惑うことも多いかと思いますが、困ったことがあれば、いつでも近くの教員や私
達事務職員（管理棟1階）までご相談してくださいね。嵯峨芸は教職員と学生の距離がとても近い
大学ですから。事務局も今年度より体制を一新し、新たなスタートとなります。学園を盛り上げて
いくため一層奮闘してまいります。よろしくお願いします！（入学広報グループ）

In format ion

京の美意識 スケジュール

四季をおりなす美しい景観に恵まれ、都として約12 0 0年にわたる歴史の時
を刻んできた京都の独特の知識や美意識について、毎回、各分野の第一線
で活躍されている講師をお招きして、ご講演いただいています（参加料無料）。
また、ご希望の方には過去の講演録を販売しています（一冊千円）。

※いずれの回も１４:２０～　有響館Ｇ４０１教室（参加無料）
　お申込み・お問い合わせは社会連携・研究支援グループまで。
　TEL.075 -864 -7898

庭造りと人造り

■第87回 ４月１９日（土）
池内 昭文 〈池内和庭園資材代表・親方〉

愛宕山と愛宕信仰の諸相

■第88回 ５月２４日（土）
八木 透  〈仏教大学歴史学部教授〉

布目象嵌の魅力
細やかなリズムと優雅な輝き

■第89回 ６月２１日（土）
中嶋 優子 〈（株）中嶋象嵌 代表取締役〉

中嶋 龍司  〈（株）中嶋象嵌 専務取締役〉

結縁潅頂・ほとけさまと
ご縁を結ぶ儀式

■第90回 ７月１９日（土）
草津 栄晋 〈大本山大覚寺教務部長・教務執行〉

聞いて見て嵯峨野

■第91回 １０月２５日（土）
石田 正夫  〈嵯峨野自治連合会会長〉

今年で１２年目を迎える「生涯学習講座」は、日本画や洋画等のものづくり講座を中心に、各種文化
講座からこども講座まで幅広い内容で全８７講座をご用意しています。今年度の新講座として、「生
活を彩る日本画」「仏画を描こう」「京の風景 スケッチＡＢ」「西洋画古典技法 テンペラ画･フレスコ
画」「陶芸スピードろくろ」「伝統多色摺り 木版画制作」「はじめての絵手紙」「自分のセンスで作る、
リボンの勲章「ロゼット」」「３Ｄプリンターでものづくり」等を開講いたします。講座の詳細は本学
ＨＰ（下記参照）をご覧ください。ご希望の方には、パンフレットを無料でお送りいたします。
※受付は先着順で、定員になり次第締切らせていただきますのでご了承ください。
※生涯学習講座（ものづくり講座）は見学することができます。「参加してみたいけど様子がよくわからない」「講座の雰囲気を見てから
参  　加したい！」という方はぜひお問い合わせください。講座内容、詳細はhttp://www.kyoto-saga.ac.jpをご覧ください。ＨＰからも
お申込　みいただけます。

【パンフレット請求・お問い合わせ先】
〒616 - 8362　京都市右京区嵯峨五島町１番地　京都嵯峨芸術大学 生涯学習係
TEL.075 - 864 - 7898　FAX.075-882-7770
E-mail : bunka@kyoto-saga.ac.jp

平成２６年度 生涯学習講座受講生募集中！

あらし山びこスケジュール
本学附属図書館の児童書コーナー「あらし山びこ」では、近隣の小学生や児童を対象に、季節に合
わせた絵本の読み語りイベントを開催しています。地域のみなさんと京都の文化を学び、ふれあう
時を一緒に過ごしながら、子どもたちの読書の第一歩を応援しています。

日　時：第3土曜日（1月は除く） 13：00～
入場料：無料 参加自由
場　所：京都嵯峨芸術大学
　　　　罧原キャンパス「有響館」1階 附属図書館内

回
1

2

日程
４月19日（土）

６月21日（土）

プログラム
3 0 分

6 0 分

テーマ
えほんとあそぼ

お ば け

［ 絵本読み語り ］

※大学授業や行事などにより開催日やテーマを変更する場合があります。
お問い合わせ先：TEL.075-864-7898 社会連携・研究支援グループ

附属ギャラリー「アートスペース嵐」 スケジュール

■『「あらし山びこ」ポスター原画展』
期 間
会 場

：
：
４月１日（火）～１０日（木）
遊意館１階・玄関ホール

■『イラストレーションＣ３』
期 間
会 場

：
：
６月４日（水）～６日（金）
遊意館１階・玄関ホール

■『イラストレーションＣ３、４』
期 間
会 場

：
：
７月１６日（水）～１９日（土）
遊意館１階・玄関ホール

※スケジュールは変更になる場合があります。

附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」 スケジュール

■『中山道を描く 大西治雄 展』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

５月１２日（月）～２５日（日）
10：00～17：00
未定

※スケジュールは変更になる場合があります。

※スケジュールは変更になる場合があります。

附属博物館 スケジュール

■『京都嵯峨芸術大学所蔵品展 ～退職教員作品展～』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

４月１（火）～７日（月）
10：00～17：00
日曜日

■『古（いにしえ）に学ぶ 扇の世界』
期 間
開館時間
概 要

：
：
：

４月１５日（火）～２７日（日）
10：00～17：00
卒業生で上絵師 菊井伯幸氏による扇の企画展

■『漫画家 上村一夫の世界 ～昭和の絵師と呼ばれた男～』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

６月１５日（日）～７月２７日（日）
10：00～17：00
６月１５日、７月２７日以外の日曜日
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